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保護者の皆様へ 

教育目標  希望ある未来を切り拓く生徒の育成 

キラメキ  新見南中学校学校だより  
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〇２学期を終えるにあたり 

寒さが身に染みる季節になりました。保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動に多大なるご理解とご協力を賜り、

心より感謝申し上げます。また、保護者懇談ではお忙しい中ご対応いただきましてありがとうございました。 

さて、３年生においては、模擬面接練習も始まりました。自己の進路決定を行い目標に向けて邁進する時期になりました。自分自身

を振り返る中で見通しをもって学習に取り組んでほしいと願っています。もう少しで長いようであっという間だった２学期の終業式を

迎えます。煌南祭(文化の部・体育の部)をはじめとする様々な各学年行事等を成功させることができ、生徒たちは、その中で「協働す

る力」や「自己表現する力」を大きく伸ばしてくれました。学習面においても一人ひとりが目標に向けて粘り強く取り組む姿が見られ、

確かな成長を感じています。これもひとえにご家庭における温かいご支援と、日々の見守りのおかげであります。教職員一同、御礼申

し上げます。 

いよいよ冬休みに入ります。ご家庭との大切な時期を過ごすとともに、新年に向けて気持ちを新たにする良い機会です。生徒たちが

冬休みで心身ともにリフレッシュし、３学期にまた元気な姿で登校できますことを願っています。皆様が健やかに新年を迎えられます

ようお祈り申し上げ、２学期末(令和７年末)のご挨拶とさせていただきます。３学期(令和８年)もどうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

生徒には、近いうちに実施することを予告し、どんな災害が起こるかわからないので、それ

ぞれの災害を想定した避難の仕方について事前に説明を行いました。そして、12/4(木)の帰り

の会の途中に、地震の影響で放送機器が使えないという想定で避難訓練(命を守るための予行演

習)を実施しました。大事なことは「初期行動」(場所に応じた対応と頭を守る行動)、「避難時

の態度」(おはしも)、「報告」(安否確認)です。本当の災害は、予告なくいつやって来るかわか

りません。最優先しないといけないことは「自助」(自分の命を守る事)です。今回の避難訓練

で特に良かった点は、生徒たちが真剣に取り組んだことです。多少の私語はありましたが迅速

に動けていました。防災意識の高さを感じました。 

１２月に入り寒気の影響で路面が凍る日があります。登下校時にも安全に気を付けて予測し

て動くことが大切です。それが自分の命を守る行動にもつながります。 

人権週間(12/4～10)の期間に合わせて、各学年で「人権に関する道徳」を実施しまし

た。人権集会では「人権標語の表彰」そして執行部による「南中人権五箇条」の発表、

「学年混合グループ座談会」(異学年交流における協働的な学び)に取り組みました。今

日の学習を通して、あるグループでは、上級生が下級生の意見を尊重し引き出そうとし

た姿勢や下級生が臆せずに自分の意見を伝えようとした勇気や積極性は大変素晴らし

かったです。「人権を自分事として捉え直す」「傍観者ではなく行動する人になる」ため

の具体的な一歩になったようです。 

 


